




私たちが生まれるずーっと前



昭和のはじめのころに

佐賀関にひとりの

おしょうさんがいました

さがのせき



丹羽
 

貫誠
 

上人さんです。

おしょうさんの名前は

にわ

 

かんじょう



親と暮らせない

こどもたちを

お寺で

お育てしていたそうです。

おしょうさんは

みんな
 

「なかよく」
 

「明るく」

と言いました。



昭和30年頃
 

正念寺

たくさんの
 

季節を
みんなで

 
過ごしたそうです｡



時は

流れて

八風園押し花はがき

 

より



昭和５３年､

大分県で最初の小規模作業所
｢佐賀関授産所｣が

正念寺の境内にできました。

６人の仲間があつまりました。

プレハブの作業所は

みんな一緒で

あったかい場所でした・・・。



昭和５６（1981）年

国際障害者年

「完全参加と平等」

その年

暁雲福祉会ができました。
ぎょううん

 
ふくしかい



にわ

 

えんじょう

初代理事長
 

丹羽
 

演誠上人



名前は

江戸時代にあったお寺の寺子屋

「暁雲館」から
 

つけました。
ぎょううんかん

安全を祈って

地鎮祭



静かな
 

陽あたりのよい
 

山の中に

「八風園」ができました。

昭和５７（１９８２）年

はっぷうえん



人参が

 
たくさんできました。

「真剣です！」

おおいた国際車いすマラソンの応援！

ヒューズの
 

はんだ付け



ラジオ体操
いち、に、さん、し

昭和５７年（１９８２）頃

はじめは３０人でした



真剣な顔です。
陶芸

授産品第一号

海苔の袋詰めです。



始めのころの

ゆうあいピック

昭和６０（１９８５）年頃



そして

昭和から平成へ



ちいさな苗木が育つように



私たちのくらしも

広がりました



グループホーム
 

八風・マナス開設
平成５（１９９３）年～

地域の中で

仲間と協力して暮らしています。

平成２１（２００９）年

ケアホーム
 

八風・カルナホーム開設



グループホーム

八風・マナス

マナスとは、サンスクリット語で

「心（こころ）」の意



カルナとは、サンスクリット語で

「慈悲」の意

八風・カルナホームケアホーム



平成５（１９９３）年～

行ってきます！

みんな

ありがとう！



みんなで片付け

そうじ、洗濯

自分でできるように

なりました。

よっしゃー！
販売の勉強中



「八風園さかのいち分場」開設（定員１５名）

平成７（１９９５）年

店舗とギャラリーを併設した授産施設として設立

「八風・ｂｅ」開所（就労継続支援Ｂ型
 

定員２０名）

平成１９（２００７）年

↓



ありがとうございます！

地域の皆さんが

毎日来てくださるお店です。

クッキー作りの名人たち自慢の商品です♪



２００８年チャレンジおおいた国体・大会で

力を合わせて作ったお土産づくり。

大好評だったチャレンジクッキー！

大分県内の社会福祉法人１１法人が

（チャレンジ大分福祉共同事業協議会実績2008年国体・大会閉会まで

 
１８，３５９箱完売）

参画しました。



福祉工場ウィンド開設（定員２０名）

平成１１（１９９９）年

平成１９（２００７）年

障がいサービス事業所「ウィンド」開所（多機能型４０名）

↓



みんなで
 

おいしいパンを作っています。

就労継続支援Ａ型



たくさんの人が

ウィンドに来てくれます。

毎 年

パン

づくり

体験！



みんなで
 

仲良く

協力して頑張っています。

自立訓練（ステップ班）



みんなで

 
キヤノンウインドの

実習頑張っています。

就労移行支援（チャレンジ班）



キヤノンウィンド株式会社
 

入社

平成２０（２００８）年１１月１日

大分キヤノン大分事業所内

後輩の入社
 

待っています。



♪ ♪ ♪





２７年たちました

たくさんの人たちと

出会いました

たのしかったな





















みんな仲良く・・・

1１5人の笑顔

これからも




